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Abstract 概 要 
 土壌還元消毒は施設栽培で発生した土壌病害に対する防除法です。この消毒法では大量の有機物を土壌
に投入するにもかかわらず、その窒素施肥効果は検討されておらず、後作物の草勢管理が問題となってい
ました。また、消毒後の堆肥などの施用方法も明らかではありませんでした。  
 そこで本試験では土壌還元消毒に用いられた米ぬかの窒素施肥効果を検討し、消毒後のトマト栽培にお
ける窒素施肥技術を開発するとともに、合わせてリン酸、カリの施肥量および堆肥施用法を示した施肥指
針を策定することを目的としました。 
 米ぬかを使用した土壌還元消毒の跡地では土壌無機態および熱水抽出性窒素が増加しており、後作のト
マトの栽培試験により基肥窒素を10kg/10aおよび初回の追肥(4kg/10a)を減肥することができました。
また、土壌の可給態リン酸、交換性カリも増加するため、これらも減肥が可能です。堆肥の施用は窒素過
多を招く恐れがあるため、消毒当年は施用を控えるべきであると判断しました。これらに基づき土壌還元
消毒後における施肥指針を策定しました。 

Results 成 果 

１ 土壌還元消毒による土壌養分の増加 

２ 土壌還元消毒後に栽培したトマトの生育 

 図－１ 土壌還元消毒後の後の土壌養分の増加量 

 消毒に用いた米ぬか中の
養分のうち、窒素の7割、
リン酸の5割、カリの全量
に相当する左図の量が、植
物に利用される形態として
土壌中で増加しました。 

図－２ 消毒後に栽培したトマトの生育 
 左：消毒、基肥共になし 中：消毒あり、基肥なし 右：消毒なし、基肥窒素10kg/10a   

 消毒後に栽培したトマトは基肥
窒素を施肥しなくても、標準量の
基肥窒素を施肥した場合より収量
が多くなり、生育は同程度でした。 

 また、窒素吸収量は無処理（消
毒、基肥共になし）に比べ増加し、
消毒に用いた米ぬか由来の窒素吸
収量は14～15kg/10aでした。 
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３ 土壌還元消毒後のトマト栽培中の土壌窒素の推移 

Results 成 果 

４ 土壌還元消毒後のトマト栽培における施肥指針 
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関わらず同じ動き 

1年目 ２年目 
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消毒により増加した後、
栽培期間中は徐々に低下 
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1年目の栽培終了時
には消毒前の水準に 

 図－３ 土壌還元消毒後の土壌熱水抽出性窒素の推移 

 消毒により増加した土壌熱水抽出性窒素（地力窒素の指標）はトマトの生長に従って減少し、1年目のトマト栽
培終了時には消毒前と同水準になりました。減少分は無機化されてトマトに吸収されたものと推測されます。そ
の翌年のトマト栽培期間中の土壌熱水抽出性窒素は消毒しなかったものと同程度で推移しました。これにより、
消毒の影響が翌年以降へ及ぶことはないと考えられました。 

減肥できる量(kg/10a) 

窒素 
リン酸 カリ  

基肥 追肥 

10 
1回目(4kg/10a)は省略 

20 20 
2回目以降はトマトの栄養状態により決定 

 表－１ 土壌還元消毒後のトマト栽培における施肥指針 

注1）翌年以降は通常の施肥管理を行う 
注2）消毒当年は堆肥を施用しない 
注3）カリについては、米ぬかの分析値がある場合、 その全量を評価する 

 試験結果に基づき、土壌還元消毒後のトマト栽培では窒素、リン酸、カリのいずれも減肥することが適当と判
断して、上記のような施肥指針を策定しました。 
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